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さらに 2001年、2003年にも中規模な白化が起こり、続いて 2007年には 1998































































































































































周辺海域において報告もしくは確認されている造礁サンゴ類は 17 科 61 属 302
種である（松本 1992,西平＆Veron 1995）。この種数は八重山群島や沖縄島周辺
域と比べて 50種以上も少ないが、宮古群島でのサンゴ相調査の回数が少なく範

































図 2-3 伊良部島北東リーフ (2008年) 
 
 





槽（北緯 24 度 55 分 750 秒、東経 125 度 15 分 917 秒）。外洋に面したリー
フ上に、タカセガイの中間育成のために作られた枡形二連のコンクリートで
囲まれた施設である。内寸（縦×横×深さ）は 2.1×2.1×0.6mで，底面には
厚さ 7.5cm，目合 5cm の格子板が敷かれている。この水槽は、干潮時には、
上部が露出するが、側面の天端から 30cm の位置にある排水口を閉じること













 宮古列島の中心港である宮古島平良港の南西に位置する（北緯 24度 48 分 40















図 2-8 トゥリバー海域周辺で行われている港湾工事の様子 
 
 














































囲に存在する厚さ 10〜100μm の炭酸カルシウム被膜によって、気孔率が 25〜
42％の多孔質・網目状に広がる組織構造となっている。アルカリ成分の溶出は
少なく，生物親和性が高いため，藻類やサンゴの着生基盤としても使われる (磯
尾ら 2000，薮田ら 2004，Roeroe et al. 2009)。本実験では、たて 100cm×横
100cm×高さ 50cm、重さ約 1トンのものを使用した(図 2-13)。 
 
 






伊良部島北東リーフに、2011 年から 2013 年にかけて毎年 5 月、移植用サン
ゴ獲得のため着床具架台を設置した。着床具の設置は、宮古島海域での優占種
であるミドリイシ属の一斉産卵が行われる初夏の満月の直前に行った。1架台に



































 回収した着床具は、屋上でケースごと乾燥させた後、ペンチでケースを 1 束
ずつ解体させてから、着床具を一つずつばらした。着床具束は、最下段を 1と
し、最上段までナンバリングを行い（2012 型は 1 から 12）、実体顕微鏡(L-46 
HOZAN製)を用いて計測をした。寸法の計測は、ミクロメータ又はノギスを用
いて、長径を計測した。 











り、日本周辺海域には 77種が分布している（西平＆Veron 1995）。 
ミドリイシ属稚サンゴの特徴は、 
・骨格中央に莢と呼ばれる穴状構造を持つ  
・ 6ないし 12の隔壁を持つ  





図 2-17 ミドリイシ属 
24 
 







オサンゴ属 Palauastrea、エダサンゴ属 Madracis の 5 属が知られており、あ
















































































































       
 1 2 3 4 5  
A A1 A2 A3 A4 A5  
B B1 B2 B3 B4 B5  
C C1 C2 × C4 C5 →北 
D D1 D2 D3 D4 D5  
E E1 E2 E3 E4 E5  
       
 






















設置 回収 個数 着生数（群体数） 
年/月 年/月 個数 Ac Poc Por Oth 合計 
11/05 11/10 160 3 27 1 1 32 
12/05 12/07 264 198 4 12 18 232 
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2013年 1月時点で 71群体の生育が確認された（図 4-5）。さらに、第 1回の移











































































的に追加移植を行いながらモニタリングを続け、2013 年 1 月時点で 71 群体の
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新 規 移 植 は 実 施 せ ず  
 
   
 
 








2006.10（17ヶ月）9mm 2007.1（20ヶ月）27mm 2007.3（22ヶ月）34mm 
2007.6（25ヶ月）39mm 2008.1（32ヶ月）93mm 2008.5（36ヶ月）97mm 
2008.10（41ヶ月）130mm 2009.1（44ヶ月）140mm 2009.4（47ヶ月）143mm 
     
 
   
 
  







   
2011.7（74ヶ月）310mm        2011.10（77ヶ月）300mm 
     
2012.1（80ヶ月）310mm                 2012.5（84ヶ月）320mm 
       
2012.7（86ヶ月）320mm                2012.10（89ヶ月）310mm 
           
2013.1（92ヶ月）210mm                   2013.5死亡 
産卵を行った生育群体の成長過程 ACR-1（2011.7〜2013.5） 
2010年 12月 
